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以下の内容により、建築 BIM 推進会議と連携する事業（連携事業）についての検証結

果を報告します。 

 

 

 

 

 

 

応募提案名： 
IFC 及び IoT 活用による情報管理と生産・維持管理プロセスへの検証 

～緊急時でも稼働を続ける施設の維持管理の仕組み～ 

 

 

 

 

 

 

応 募 者： 

応 募 者： 

応 募 者： 

株式会社 FM システム 

松井建設株式会社 

三建設備工業株式会社 

 

代 表 者： 柴田 英昭  
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連携事業の実施概要 
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BIM データの活用・連係に伴う課題の分析等について 採択事業者名 株式会社ＦＭシステム 

概 

要 

検討する課題 
※カッコ内に通し番号を設定・

記載 

（1） 【データ検証】BIM モデルのオブジェクト属性に 

おける明確な分類の可能性検証 

検討の結果（課題の解決

策）の概要 

・緊急時の空間や系統の分類 

・維持管理で利用する BIM モデルの作成（属性などの選択） 

詳 

細 

検討に当たっての前提

条件 
※プロジェクトの実情（用途・規模・

構造種別などの特性、該当するワ

ークフロー、使用実態等）に沿っ

て記載してください。 

BIM を活用した維持管理フローの仮説を行い、結果を想定して BIM モデル

の作成、属性検討を行う。 

① 維持管理 BIM の作成 
② 維持管理 BIM から統合 FMデータベースを作成 
③ 維持管理業務における評価、分析、予測（長期修繕計画、保全計画、
LCC 算定、工事計画、安全対策、エネルギー管理） 

④ 維持管理業務の実施（点検管理、業務手配、BIM ビューアでの可視化） 
課題と前提条件を踏ま

えた検討の実施方法、体

制 
※検討に当たり、留意する点や想定

していた課題も含め記載してくだ

さい。 

維持管理 BIM を作成する際にどの情報を利用するか、どういう手順で行う

か、最終目的は何かをゼネコン、サブコンと事前検討を行い実施した。 

・施工 BIM から維持管理 BIM をゼネコン、サブコンが作成 

・FMコンサルタントが BIM からデータベースを作成しデータ検証 

・検証結果をゼネコン、サブコンへフィードバックし結果検証 

検討の結果（課題の解決

策）の詳細 
※単に先端的な結果を記載するだけ

でなく、今後成果を公表した際に

他の事業者を先導し、成果を横展

開できるよう意識してください。 

※プロジェクトの実情（用途・規模・

構造種別などの特性、該当するワ

ークフロー、使用実態等）に沿っ

て記載してください。 

※検討の過程なども詳細に記載して

ください。 

 

維持管理BIMと維持管理業務やデータベースを結びつけるために連携IDを

設定し、維持管理 BIM の属性情報としてプロパティ情報と連携 ID をセット

で付与した。 

連携 ID で連携する項目 

・点検（点検コスト、点検個所、点検計画、QRコード、その他） 

・LCC（修繕コスト、保全コスト、運用コスト単価マスター） 

・BIM（フロア、部屋、製品名、系統、数量） 

・人（社員、利用者、協力会社） 

・データベース（フロア、部屋、外部仕上げ、内部仕上げ、建具、電気設

備、弱電設備、空調設備、衛生設備、搬送設備、防災防犯設備、外構） 

・ドキュメント（保全マニュアル、図面） 

 
 
 
 

試行錯誤した点や当

初の目論見から外れ

た点（検証に当たり

直面した、想定して

いなかった課題・事

象等を含む。）や、そ

こから解決に至った

過程 

当初、維持管理 BIM を作成するにあたり BIM-FM 標準ガイドラインを独自に

作成した。 BIM データ作成のために、オブジェクトの分類・名称・略称の
管理するためのルールのガイドラインで、オブジェクト情報は、BELCA デ

ータリストの分類に倣って、「大項目」「中項目」「小項目」の組み合わせで

分類した。分類した項目は、コード番号化して、「保全」「修繕」「維持」「運

用」の BIM モデルに利用する。コード体系の整備（地区コード、建築コー

ド、建築階、部屋コード、中分類コード、小分類コード、通し番号）、単位

設定などを BIM へ反映した。目的としてはコードを参照するだけで、その

オブジェクトが何を表すかまで判定できるような想定をしていたが、最終

的には複雑すぎて、変更対応も煩雑になるため、建築分類と通し番号とす

る連携 IDを付与することで構築した。  
複雑なコード例） 

 
例：東京センタービル１階 会議室 01 ファンコイル 
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BIM データの活用・連係に伴う課題の分析等について 採択事業者名 株式会社ＦＭシステム 

概 

要 

検討する課題 
※カッコ内に通し番号を設定・

記載 

（2） 【システム連携検証】BIM と FM データベース、IoT と FM デー

タベースによる連携 

検討の結果（課題の解決

策）の概要 

・BIM と連携するデータベースの構築とそれを利用した分析 

・IoT と FM データベース連携による環境分析の可能性検証 

・IoT 連携による保全業務 

詳 

細 

検討に当たっての前提

条件 
※プロジェクトの実情（用途・規模・

構造種別などの特性、該当するワ

ークフロー、使用実態等）に沿っ

て記載してください。 

①BIM と連携するデータベースの構築 

BIM から維持管理で利用する統合データベースの作成を行い保全業務の効

率化などに生かされるが、データベース作成の自動化、BIM の属性項目の

分類ルールや手法の確立が課題となる。 

②IoT 連携による保全業務 

BEMS情報の活用として BIM による計装設備管理手法の標準化と維持管理モ

デルを利用した系統表示、稼働状況表示、FM ソフトとの連携方法のルール

化が課題となる。（FM ソフトとは長期修繕計画算定、点検時のモバイル帳

票やデータベース、劣化度予測算定システム、調達・請求システムなど） 

課題と前提条件を踏ま

えた検討の実施方法、体

制 
※検討に当たり、留意する点や想定

していた課題も含め記載してくだ

さい。 

データベース作成は FMコンサルタントが行い、システム化の処理によって

自動化を行う。BEMS、IoT 連携においてはサブコンから提供される機器管

理表とデータベースのマッチングを行い、合わせて点検用の QRコードの生

成も行う。 

 

 

 

 

検討の結果（課題の解決

策）の詳細 
※単に先端的な結果を記載するだけ

でなく、今後成果を公表した際に

他の事業者を先導し、成果を横展

開できるよう意識してください。 

※プロジェクトの実情（用途・規模・

構造種別などの特性、該当するワ

ークフロー、使用実態等）に沿っ

て記載してください。 

※検討の過程なども詳細に記載して

ください。 

 

維持管理 BIM から自動化して統合データベースの作成が効率化のポイント

となる。自動化の手法としてテキストマイニングで項目の振り分け処理を

行う。 

BEMS での機器と維持管理 BIM との連携で、BEMS で管理する機器管理表、設

置箇所、系統図を整備しデータベース化されたオブジェクトとの連携を行

う。 

 
 
 
 

試行錯誤した点や当

初の目論見から外れ

た点（検証に当たり

直面した、想定して

いなかった課題・事

象等を含む。）や、そ

こから解決に至った

過程 

・IoT と FM データベース連携による環境分析の可能性検証 

BIM を使い、設計時の環境シミュレーションとセンサーから取得される情

報を BIM モデルへ可視化させてのギャップ管理を行う予定であったが、今

後のフェーズに持ち越しとなる。 

・設備機器の場所を特定するため、どのフロア、部屋に設備が属している

かを BIM で設定し、その情報を IFC から取得するにあたり、情報がうまく

IFC へ反映できず、時間ロスをした。IFC への書き出しは BIM ソフト固有の

現象となるため苦労するポイントでもある。また FM 業務の点検、清掃、警

備などそれぞれゾーン設定を行う必要があるため、個別に BIM 側に設定す

る必要がある。BIM での設定、入力ではなく別の仕組みで自動取得できる

方法が必要であると思われる。BIM 作成、FM ソフトへの登録、確認、問題

があれば BIM 修正して FMソフトへの再投入を繰り返すため、修正部分の差

分更新などの仕組みも必要である。 
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BIM の活用による生産性向上等のメリットの検証等について 採択事業者名 株式会社ＦＭシステム 

概 

要 

検証する定量的な効果 
※カッコ内に通し番号を設定・記載 

（1） 【データ連携】BIM とデータベース連携による効果と検証 

期待される効果の目標数値 
※定量的に記載 
※アラビア数字・％表示に統一 

・BIM からデータベース作成（各種台帳）作成及び確認業務の削減 60％ 

・BIM による長期修繕計画策定業務の削減                     20％ 

記載される効果の実績数値 
※検証後の結果を記載 
※定量的に記載 
※アラビア数字・％表示に統一 

・BIM からデータベース作成（各種台帳）作成及び確認業務の削減 60％ 

・BIM による長期修繕計画策定業務の削減                     20％ 

効果を測定するための 

比較基準 

従来の方法による作業と BIM を利用した際の作業比較を行う。 

時間による比較を行う。 

検証の結果について（概要） 目標数値通りの結果となる。 

詳 

細 

検証に当たっての前提条件 
※プロジェクトの実情（用途・規模・構造

種別などの特性、該当するワークフロ

ー、使用実態等）に沿って記載してくだ

さい。 

BIM からデータベースの作成を行い、FM ソフトウェアで台帳作成と長

期修繕計画の算定を行う。 

FMソフトウェアの検証として従来の手作業による作業工数と結果の確

認を行う。 

検証する効果と前提条件を

踏まえた、検証の実施方法、

体制 
※検証に当たり、留意する点や想定してい

た課題も含め記載してください。 

・BIM からデータベース作成（各種台帳）作成及び確認業務の削減 

従来の手作業による施設台帳を作成する工数として、設計図書、機器

リストの資料から台帳（エクセル）を作成する。 

BIM から施設台帳を作成する工数として、BIM の属性を利用して台帳振

り分けし DB 化を行う。 

・BIM による長期修繕計画策定業務の削減 

従来の手作業による長期修繕計画を作成する工数として、図面から数

量拾い（または台帳から取得）を行い単価データと紐づけを行う。 

BIM による長期修繕計画の作成工数として、台帳データベースと単価

データから作成。 

検証の結果（定量的な効果）

の詳細 
※単に先端的な結果を記載するだけでな

く、今後成果を公表した際に他の事業者

を先導し、成果を横展開できるよう意識

してください。 

※プロジェクトの実情（用途・規模・構造

種別などの特性、該当するワークフロ

ー、使用実態等）に沿って記載してくだ

さい。 

※検証の過程なども詳細に記載してくだ

さい。 

 

削減効果のポイント 

・BIM オブジェクトと FMデータベースのリンク（連携 ID）を IFC 項目

によるテキストマイニングで実施した。 

・修繕/更新単価の整備 

コスト算出の効率化として修繕項目から点検費用の算出マスターを作

成し、一回の処理で修繕/更新費用、点検費用が算出できるようにした。 

 

 

 
 
 
 

試行錯誤した点や当初

の目論見から外れた点

（検証に当たり直面した、想定して

いなかった課題・事象等を含む。）

や、そこから解決に至った過程 

維持管理用の単価マスターを事前に整備することで費用算出の効果が

あった。 

IFC データから取得される値が取得できないなどがあり、BIM ソフトの

検証を行いながら台帳チェック、長期修繕の費用チェックを行う必要

があったので手戻りも多かった。また、設計変更の最終系を反映する

ことも手戻りの要因のひとつである。 

 

当初期待した効果の目標と結果が

異なった場合や検証過程で支障が

生じた場合、その要因の分析結果と

解決策 

属性データの不整合による未分類項目や費用のチェックは目視での確

認を行ったため、自動化への改善余地はある。 

IFC データからデータベース化を行うが、事前に FM で利用する項目の

不備チェック（LOR）が行えれば手戻りやチェック作業が軽減されると

思われる。 
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BIM の活用による生産性向上等のメリットの検証等について 採択事業者名 株式会社ＦＭシステム 

概 

要 

検証する定量的な効果 
※カッコ内に通し番号を設定・記載 

（2） 【保全業務】点検業務と劣化分析、環境分析の効率検証 

期待される効果の目標数値 
※定量的に記載 
※アラビア数字・％表示に統一 

・BIM による設備点検業務の削減           10％ 

・劣化判定と耐用年数の最適化によるコスト削減  50％ 

・BEMS と BIM 連携長期修繕計画策定による保全コストの削減 30％ 

・IoT 情報と BIM データベースによる環境分析の効率化  10％ 

記載される効果の実績数値 
※検証後の結果を記載 
※定量的に記載 
※アラビア数字・％表示に統一 

・BIM による設備点検業務の削減           10％ 

・劣化判定と耐用年数の最適化によるコスト削減  継続中 

・BEMS と BIM 連携長期修繕計画策定による保全コストの削減 30％ 

・IoT 情報と BIM データベースによる環境分析の効率化  継続中 

効果を測定するための 

比較基準 

従来の方法による作業と BIM を利用した際の作業比較を行う。 

時間とコストで測定を行う。 

検証の結果について（概要） 一部、本検証期間中では実施できず、継続して検証を行う必要がある。 

詳 

細 

検証に当たっての前提条件 
※プロジェクトの実情（用途・規模・構造

種別などの特性、該当するワークフロ

ー、使用実態等）に沿って記載してくだ

さい。 

BIM から点検項目を作成し点検用マスターデータベースを構築し、FM

ソフトウェアで点検行を行う。 

BEMSから設備の稼働時間を計測して適切な修繕、更新周期へ反映する。 

 

検証する効果と前提条件を

踏まえた、検証の実施方法、

体制 
※検証に当たり、留意する点や想定してい

た課題も含め記載してください。 

・BIM による設備点検業務の削減 

従来の点検業務として、図面を見ながら紙（点検報告書）に記入と BIM

による点検業務を比較。 

・劣化判定と耐用年数の最適化によるコスト削減 

長寿命化によるコスト削減 

・BEMS と BIM 連携長期修繕計画策定による保全コストの削減 

従来の更新計画として故障時の事後対応や耐用年数による更新時期に

すべての系統を更新する費用とBEMSとBIM連携で個別の設備で運転時

間を計測管理によって稼働時間に応じた更新計画のコストを比較。 

・IoT 情報と BIM データベースによる環境分析の効率化として IoT に

よる温度、湿度、風速を BIM 上に可視化し環境分析の効率化を行いエ

ネルギーコストの最適化を行う。 

検証の結果（定量的な効果）

の詳細 
※単に先端的な結果を記載するだけでな

く、今後成果を公表した際に他の事業者

を先導し、成果を横展開できるよう意識

してください。 

※プロジェクトの実情（用途・規模・構造

種別などの特性、該当するワークフロ

ー、使用実態等）に沿って記載してくだ

さい。 

※検証の過程なども詳細に記載してくだ

さい。 

 

削減効果のポイント 

・BIM から FMデータベース構築の自動化。 

・BEMS/IoT の連携による保全業務の効率化。 

・その他として従来の障害受付けから BIM＋BEMS 連携によって障害受

付の効率化。施工者以外が管理した場合、ばらばらの図面確認の手間

が省ける。BIM による天井内の見える化、不具合状況の見える化が可

能。複数棟を管理する場合に常駐人数を分散化でき、サービス向上と

費用削減へつながる。 

 
 
 
 

試行錯誤した点や当初の目論見か

ら外れた点（検証に当たり直面し

た、想定していなかった課題・事象

等を含む。）や、そこから解決に至

った過程 

BEMS 情報の量が膨大であるため、データ処理や可視化が注意点であっ

た。BEMS 情報を利用する対象の明確化と扱うデータを絞ることで改善

策とする。 

当初期待した効果の目標と結果が

異なった場合や検証過程で支障が

生じた場合、その要因の分析結果と

解決策 

以下の２点が未実施となり、継続して対策となる。 

・劣化判定と耐用年数の最適化によるコスト削減 

・IoT 情報と BIM データベースによる環境分析の効率化 



令
和
２
年
度

IF
C及
び
Io
T活
用
に
よ
る
情
報
管
理
と
生
産
・
維
持
管
理
プ
ロ
セ
ス
へ
の
検
証

～
緊
急
時
で
も
稼
働
を
続
け
る
施
設
の
維
持
管
理
の
仕
組
み
～

20
21
年
3月
4日

株
式
会
社
Ｆ
Ｍ
シ
ス
テ
ム

松
井
建
設
株
式
会
社

三
建
設
備
工
業
株
式
会
社

補
足
説
明
資
料

連
携
事
業
検
証
結
果
報
告
書



プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
概
要

対
象
：
仮
称
）
清
湘
会
東
砂
ク
リ
ニ
ッ
ク
新
築
計
画
（
20
20
年
10
月
竣
工
予
定
）

用
途
：
病
院
（
延
床
面
積
8,
45
9.
68
㎡
、
地
上
5階
、
RC
造
、
S造
）

応
募
者
の
概
要

代
表
応
募
者
：
株
式
会
社
FM
シ
ス
テ
ム

共
同
応
募
者
：
松
井
建
設
株
式
会
社
／
三
建
設
備
工
業
株
式
会
社

目
的 BI
M
と
連
携
し
た
維
持
管
理
ワ
ー
ク
フ
ロ
ー
の
確
立
と
効
果
検
証

BI
M
モ
デ
ル

施
設
情
報

FM
業
務

FM
デ
ー
タ

保
全

修
繕

BC
P

ウ
ェ

ル
ネ ス

省
エ ネ

会
計

予
測

費
用

評
価

場
所

計
画

情
報

共
有

点
検

清
掃

警
備

保
守

避
難

拠
点

貯
蔵

安
全

発
注

調
達

工
事

予
算

負
荷

機
械

電
力

性
能

換
気

空
間

時
間

場
所

賃
貸

面
積

税
金

資
産



令
和
２
年
度

B
I
M
を
活
用
し
た
建
築
生
産
・

維
持
管
理
プ
ロ
セ
ス
円
滑
化
モ
デ
ル
事
業

検
証
す
る
定
量
的
な
効
果
と
そ
の
目
標

代
表
応
募
者

共
同
応
募
者

提
案
者
の
役
割

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
区
分

検
証

区
分

用
途

階
数

延
床

面
積

構
造

種
別

： ： ： ： ： ：

： ： ：

B
I
M
受
渡

B
I
M
に
限
ら
な
い

デ
ー
タ
受
渡

※
着
色
部
分
が
検
証
対
象

【
業
務
内
容
】

【
デ
ー
タ
受
渡
】

※
着
色
部
分
が
検
証
対
象

※
記
載
文
字
は
実
施
主
体
を
示
す

BI
M
作
成
・
活
用

検
証
・
課
題
分
析
等
の
全
体
概
要

分
析
す
る
課
題

応
募
者
の
概
要

検
証
の
対
象 プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
概
要

I
FC
及
び
Io
T活
用
に
よ
る
情
報
管
理
と
生
産
・
維
持
管
理
プ
ロ
セ
ス
へ
の
検
証

～
緊
急
時
で
も
稼
働
を
続
け
る
施
設
の
維
持
管
理
の
仕
組
み
～

【
デ
ー
タ
連
携
】
BI
Mと
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
連
携
に
よ
る
効
果
と
検
証

・
BI
Mか
ら
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
作
成
（
各
種
台
帳
）
作
成
及
び
確
認
業
務
の
削
減

60
％

・
BI
Mに
よ
る
長
期
修
繕
計
画
策
定
業
務
の
削
減

20
％

【
保
全
業
務
】
点
検
業
務
と
劣
化
分
析
、
環
境
分
析
の
効
率
検
証

・
BI
Mに
よ
る
設
備
点
検
業
務
の
削
減

10
％

・
劣
化
判
定
と
耐
用
年
数
の
最
適
化
に
よ
る
コ
ス
ト
削
減

50
％

・
BE
MS
と
BI
M連
携
長
期
修
繕
計
画
策
定
に
よ
る
保
全
コ
ス
ト
の
削
減

30
％

・
Io
T情
報
と
BI
Mデ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
よ
る
環
境
分
析
の
効
率
化

10
％

【
目
的
】

維
持
管
理
は
保
全
、
修
繕
を
行
う
業
務
で
あ
り
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
は
修
繕
計
画
に
基
づ
い
て
将
来
の

コ
ス
ト
を
予
測
し
、
そ
の
コ
ス
ト
改
善
を
す
る
た
め
に
保
全
計
画
を
実
施
す
る
。
病
院
と
い
う
複
雑

な
施
設
の
維
持
管
理
に
対
応
す
る
シ
ス
テ
ム
構
築
を
行
い
、
BI
Mと
連
携
し
た
維
持
管
理
ワ
ー
ク
フ

ロ
ー
の
確
立
と
効
果
検
証
を
行
う
。

【
実
施
概
要
】

・
緊
急
対
応
施
設
に
お
け
る
維
持
管
理
ワ
ー
ク
フ
ロ
ー
の
構
築
と
検
証

・
IF
Cデ
ー
タ
を
活
用
し
た
維
持
管
理
シ
ス
テ
ム
連
携
の
検
証

・
Io
Tと
BI
Mを
連
携
し
た
保
全
業
務
の
検
証

・
BI
Mと
維
持
管
理
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
連
携
構
築
と
検
証

【
デ
ー
タ
検
証
】
BI
Mモ
デ
ル
の
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
属
性
に
お
け
る
明
確
な
分
類
の
可
能
性
検
証

・
緊
急
時
の
空
間
や
系
統
の
分
類

・
維
持
管
理
で
利
用
す
る

BI
M
モ
デ
ル
の
作
成
（
属
性
な
ど
の
選
択
）

【
シ
ス
テ
ム
連
携
検
証
】
B
I
M
と
F
M
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、
I
o
T
と
F
M
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
よ
る
連
携

・
B
I
M
と
連
携
す
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
と
そ
れ
を
利
用
し
た
分
析

・
I
o
T
と
F
M
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
連
携
に
よ
る
環
境
分
析
の
可
能
性
検
証

・
I
o
T
連
携
に
よ
る
保
全
業
務

株
式
会
社
F
Mシ
ス
テ
ム

松
井
建
設
株
式
会
社
／

三
建
設
備
工
業
株
式
会
社

維
持
管
理
者

新
築

こ
れ
か
ら
B
IM
を
活
用

病
院

地
上
5
階

約
8
,4
5
9㎡

R
C
造
、
S造

標
準
ワ
ー
ク
フ
ロ
ー
の
パ
タ
ー
ン
：
②

株
式
会
社
Ｆ
Ｍ
シ
ス
テ
ム

松
井
建
設
株
式
会
社
／
三
建
設
備
工
業
株
式
会
社

設
計

（
設
計

BI
M
作
成
・
活
用
）

維
持
管
理

（
維
持
管
理
BI
M
活
用
）

企
画

基
本
計
画

維
持
管
理
BI
M
作
成

設
計
意
図
伝
達
・
工
事
監
理

FM
シ
ス
テ
ム

FM
シ
ス
テ
ム

松
井
建
設
、
三
建
設
備
工
業

施
工

（
施
工
BI
M
作
成
・
活
用
）

松
井
建
設

三
建
設
備
工
業



令
和
２
年
度

B
I
M
を
活
用
し
た
建
築
生
産
・

維
持
管
理
プ
ロ
セ
ス
円
滑
化
モ
デ
ル
事
業

I
FC
及
び
Io
T活
用
に
よ
る
情
報
管
理
と
生
産
・
維
持
管
理
プ
ロ
セ
ス
へ
の
検
証

～
緊
急
時
で
も
稼
働
を
続
け
る
施
設
の
維
持
管
理
の
仕
組
み
～

株
式
会
社
Ｆ
Ｍ
シ
ス
テ
ム

松
井
建
設
株
式
会
社
／
三
建
設
備
工
業
株
式
会
社

維
持
管
理
モ
デ
ル
の
作
成
と
維
持
管
理
ワ
ー
ク
フ
ロ
ー
（
通
常
と
緊
急
時
）
を
確
立
し
こ
れ
ま
で
経
験
や
勘
に
た
よ
っ
て
判
断
さ
れ

た
維
持
管
理
プ
ロ
セ
ス
を
モ
デ
ル
化
す
る
。
業
務
の
効
率
化
や
精
度
の
向
上
及
び
効
果
を
検
証
す
る
。
課
題
は
維
持
管
理
に
適
し
た

BI
M
モ
デ
ル
の
作
成
と
修
繕
、
保
全
コ
ス
ト
の
策
定
や
BE
M
S情
報
か
ら
取
得
さ
れ
る
情
報
と
点
検
情
報
か
ら
の
劣
化
判
定
手
法
の

確
立
。

B
IM
連
携
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
概
要

点
検
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
劣
化
判
定

実
施
体
制ワ
イ
ブ
ル
プ
ロ
セ
ス
に
よ
る
劣
化
判
定



維
持
管
理

BI
M ↓ IF
C

IF
Cコ
ン
バ
ー
タ

・
モ
デ
ル
変
換

・
属
性
を
分
類

・
FM
情
報
の
紐
づ
け

・
デ
ー
タ
チ
ェ
ッ
ク

※
LO
D、
LO
R、

LO
G、
LO
I

FM
-I
nt
eg
ra
tio
n

統
合
FM
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

・
各
種
台
帳
管
理

・
工
事
履
歴

・
保
全
管
理

・
運
用
管
理

BI
M
ビ
ュ
ー
ア

（
IF
Cビ
ュ
ー
ア
）

FM
-I
ns
pe
ct
io
n

点
検
管
理
（
Q
Rコ
ー
ド
）

FM
-R
ef
in
e

長
期
修
繕
計
画

BE
M
S、
Io
T

LC
C

修
繕
、
保
全
、
運

用
コ
ス
ト
を
合
算

し
て
LC
C予
測
値

を
算
定

修
繕
・
更
新

施
工
BI
M

建
築
、
設
備

BI
M
連
携
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
（
FM
-I
nt
eg
ra
tio
n）
に
よ
る
維
持
管
理
ワ
ー
ク
フ
ロ
ー

工
事
計
画
、
手
配

点
検
結
果
か
ら
劣
化
判
定
し
て

長
期
修
繕
計
画
へ
反
映
し
工
事
計
画
へ

工
事
情
報
の
更
新
（
台
帳
の
み
、
も
し
く
は
モ
デ
ル
と
台
帳
）

LC
Cへ
反
映 ・
施
設
管
理
費
の
削
減

・
活
動
空
間
の
快
適
性

・
資
産
価
値
維
持

BI
M
参
照

台
帳
か
ら
BI
M
参
照

台
帳
の
自
動
作
成

①
緊
急
対
応
施
設
に
お
け
る
維
持
管
理
ワ
ー
ク
フ
ロ
ー
の
構
築
と
検
証

②
IF
Cデ
ー
タ
を
活
用
し
た
維
持
管
理
シ
ス
テ
ム
連
携
の
検
証

③
Io
Tと
BI
M
を
連
携
し
た
保
全
業
務
の
検
証

④
BI
M
と
維
持
管
理
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
連
携
構
築
と
検
証

オ
ー
ナ
ー

資
産
、
LC
C、
工
事
履
歴
et
c

施
設
管
理
会
社

修
繕
計
画
、
手
配
et
c

工
事
業
者

点
検
、
診
断
、
修
繕
et
c

保
全
マ
ニ
ュ
ア
ル

工
事
履
歴

保
全
マ
ニ
ュ
ア
ル
参
照

▲
運
用

▼
デ
ー
タ
化
、
検
証
、
予
測
、
評
価

劣
化
判
定



①
緊
急
対
応
施
設
に
お
け
る
維
持
管
理
ワ
ー
ク
フ
ロ
ー
の
構
築
と
検
証

②
IF
Cデ
ー
タ
を
活
用
し
た
維
持
管
理
シ
ス
テ
ム
連
携
の
検
証

③
Io
Tと
BI
M
を
連
携
し
た
保
全
業
務
の
検
証

④
BI
M
と
維
持
管
理
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
連
携
構
築
と
検
証

BI
M
と
維
持
管
理
連
携
の
課
題

・
BI
M
に
は
様
々
な
形
式
が
存
在
す
る

Re
vi
t

各
BI
M
ソ
フ
ト
の
デ
ー
タ
形
式
に
対
応

B
IM

FM
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

Ar
ch
ic
ad

GL
O
O
BE

Ve
ct
or
w
or
ks

設
備

構
造

積
算

環
境

各
BI
M
ソ
フ
ト
の
ビ
ュ
ー
ア
に
対
応

・
FM
は
建
物
と
同
様
に
長
期
に
渡
り
利
用
す
る デ
ー
タ
の
ア
ー
カ
イ
ブ
は
問
題
な
い
か

Bu
ild
in
g 
In
fo
rm
at
io
n 
M
od
el
in
g

国
際
標
準
の
共
通
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
IF
Cに
よ
る
管
理
が
必
要

維
持
管
理
に
必
要
な
BI
M
情
報
の
整
備
／
IF
Cプ
ロ
パ
テ
ィ
と
の
整
合
性
の
確
認
／
ビ
ュ
ー
ア
―
機
能
の
性
能
確
認



①
緊
急
対
応
施
設
に
お
け
る
維
持
管
理
ワ
ー
ク
フ
ロ
ー
の
構
築
と
検
証

②
IF
Cデ
ー
タ
を
活
用
し
た
維
持
管
理
シ
ス
テ
ム
連
携
の
検
証

③
Io
Tと
BI
M
を
連
携
し
た
保
全
業
務
の
検
証

④
BI
M
と
維
持
管
理
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
連
携
構
築
と
検
証

BE
M
S、
Io
Tと
BI
M
の
連
携

BE
M
S、
Io
Tで
の
管
理
機
器

BI
M
で
の
管
理
機
器

FM
統
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

視
覚
化

長
期
修
繕
計
画

修
繕
、
更
新
周
期
へ
機
器
の
稼
働
時
間
を
反
映
し
て
修
繕
サ
イ
ク
ル

の
精
度
を
高
め
る
。

点
検
に
よ
る
劣
化
判
定
も
加
え
る
。

稼
働
機
器
を
ア
ラ
ー
ト
表
示

ID
連
携



①
緊
急
対
応
施
設
に
お
け
る
維
持
管
理
ワ
ー
ク
フ
ロ
ー
の
構
築
と
検
証

②
IF
Cデ
ー
タ
を
活
用
し
た
維
持
管
理
シ
ス
テ
ム
連
携
の
検
証

③
Io
Tと
BI
M
を
連
携
し
た
保
全
業
務
の
検
証

④
BI
M
と
維
持
管
理
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
連
携
構
築
と
検
証

BI
M
と
維
持
管
理
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
活
用

BI
M
の
統
合
FM
モ
デ
ル
か
ら
部
屋
を
軸
と
し
た
台
帳
出
力
例

部
屋
に
含
ま
れ
る
建
築
、
空
調
、
電
気
、
衛
生
、
防
犯
要
素
を
台
帳
化

例
）
保
全
マ
ニ
ュ
ア
ル





・
BI
M
に
よ
る
維
持
管
理
情
報
の
整
備
と
業
務
の
シ
ス
テ
ム
化
、
標
準
化
を
行
う

→
維
持
管
理
業
務
の
効
率
化
へ

・
修
繕
計
画
、
点
検
作
業
、
工
事
計
画
へ
連
携
す
る
仕
組
み
を
構
築

→
BI
M
に
よ
る
シ
ス
テ
ム
化
で
実
現
す
る

・
BI
M
に
よ
る
施
設
情
報
と
維
持
管
理
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
よ
る
劣
化
判
定
や
コ
ス
ト
の
予
測
と
評
価

→
コ
ス
ト
に
よ
る
施
設
の
評
価
、
分
析
が
可
能
と
な
る

・
BE
M
S、
Io
T連
携
に
よ
る
管
理

→
デ
ー
タ
の
情
報
化
活
用
に
よ
る
分
析
、
評
価
が
可
能

→
ウ
エ
ル
ネ
ス
、
快
適
環
境
の
構
築
、
省
エ
ネ
、
ZE
B・
ZE
Hへ

・
評
価
軸
と
し
て
LO
I（
Le
ve
l o
f I
nf
om
at
io
n）
、
LO
R（
Le
ve
l o
f R
el
ia
bi
lit
y）
に
よ
る
FM
モ
デ
ル
の
評
価

→
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
、
入
力
ル
ー
ル
が
整
備
さ
れ
る

BI
M
に
よ
る
維
持
管
理
の
ま
と
め



【
デ
ー
タ
検
証
】
BI
M
モ
デ
ル
の
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
属
性
に
お
け
る
明
確
な
分
類
の
可
能
性
検
証

・
緊
急
時
の
空
間
や
系
統
の
分
類

・
維
持
管
理
で
利
用
す
る
BI
M
モ
デ
ル
の
作
成
（
属
性
な
ど
の
選
択
）

【
シ
ス
テ
ム
連
携
検
証
】
BI
M
と
FM
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、
Io
Tと
FM
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
よ
る
連
携

・
BI
M
と
連
携
す
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
と
そ
れ
を
利
用
し
た
分
析

・
Io
Tと
FM
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
連
携
に
よ
る
環
境
分
析
の
可
能
性
検
証

・
Io
T連
携
に
よ
る
保
全
業
務

分
析
す
る
課
題

BI
M
を
活
用
し
た
維
持
管
理
の
流
れ

維
持
管
理
BI
M

統
合
FM
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

FM
デ
ー
タ
ー
ス
、
施
設
台
帳
、
工
事
履
歴
、
点
検
情
報
…

IF
C

自
動
分
類

評
価
、
分
析
、
予
測

長
期
修
繕
計
画
、
保
全
計
画
、
LC
C算
定
、
工
事
計
画
、

安
全
対
策
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
、

BE
M
S、
Io
T連
携

・
維
持
管
理
モ
デ
ル
の
属
性

フ
ロ
ア
、
部
屋
、
製
品
名
（
プ
ロ
パ
テ
ィ
情
報
、
連
携
ID
）
、
系
統
、
数
量
/長
さ
/面
積
/

体
積
/重
さ
、
GU
ID

・
BI
M
、
FM
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、
BE
M
S/
Io
Tの
連
携

連
携
ID
に
よ
る
管
理

・
FM
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

施
設
台
帳

：
外
部
仕
上
げ
、
内
部
仕
上
げ
、
建
具
、
電
気
設
備
、
弱
電
設
備
、

空
調
設
備
、
衛
生
設
備
、
搬
送
設
備
、
防
災
防
犯
設
備
、
外
構

保
全
台
帳

：
清
掃
、
警
備
、
点
検
、
運
転
監
視

そ
の
他
台
帳

：
工
事
、
図
面
…

FM
業
務

点
検
管
理
、
業
務
手
配
、
ビ
ュ
ー
ア
可
視
化



FM
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

フ
ロ
ア
、
部
屋
、
外
部
仕
上
げ
、
内
部
仕
上
げ
、
建

具
、
電
気
設
備
、
弱
電
設
備
、
空
調
設
備
、
衛
生
設

備
、
搬
送
設
備
、
防
災
防
犯
設
備
、
外
構

As
se
tを
ベ
ー
ス
に
管
理
（
連
携
ID
）

BE
M
S、
Io
T

機
器
、
稼
働
時
間
、
警
報
、
温
度
、
振
動

（
連
携
ID
）

BI
M

フ
ロ
ア
、
部
屋
、
製
品
名
（
プ
ロ
パ

テ
ィ
情
報
、
連
携
ID
）
、
系
統
、
数
量

/長
さ
/面
積
/体
積
/重
さ
、
GU
ID

連
携
ID

LC
C

修
繕
コ
ス
ト
、
保
全
コ
ス
ト
、
運
用
コ
ス
ト

単
価
マ
ス
タ
ー
（
連
携
ID
）

点
検

点
検
コ
ス
ト
、
点
検
個
所
、
点
検
計
画
、
Q
Rコ
ー
ド

そ
の
他
：
清
掃
、
警
備
、
運
転
監
視

（
連
携
ID
）

ド
キ
ュ
メ
ン
ト
管
理

保
全
マ
ニ
ュ
ア
ル
、
図
面
、

（
連
携
ID
）

ビ
ュ
ー
ア

GU
ID

人 社
員
、
利
用
者
、
協
力
会
社
、

（
連
携
ID
）



連
携
ID



【
デ
ー
タ
連
携
】
BI
M
と
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
連
携
に
よ
る
効
果
と
検
証

・
BI
M
か
ら
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
作
成
（
各
種
台
帳
）
作
成
及
び
確
認
業
務
の
削
減

60
％

・
BI
M
に
よ
る
長
期
修
繕
計
画
策
定
業
務
の
削
減

20
％

【
保
全
業
務
】
点
検
業
務
と
劣
化
分
析
、
環
境
分
析
の
効
率
検
証

・
BI
M
に
よ
る
設
備
点
検
業
務
の
削
減

10
％

・
劣
化
判
定
と
耐
用
年
数
の
最
適
化
に
よ
る
コ
ス
ト
削
減

50
％

・
BE
M
Sと
BI
M
連
携
長
期
修
繕
計
画
策
定
に
よ
る
保
全
コ
ス
ト
の
削
減

30
％

・
Io
T情
報
と
BI
M
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
よ
る
環
境
分
析
の
効
率
化

10
％

検
証
す
る
定
量
的
な
効
果
と
そ
の
目
標



【
デ
ー
タ
連
携
】
BI
M
と
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
連
携
に
よ
る
効
果
と
検
証

・
BI
M
か
ら
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
作
成
（
各
種
台
帳
）
作
成
及
び
確
認
業
務
の
削
減

60
％

従
来
の
手
作
業
に
よ
る
施
設
台
帳
を
作
成
す
る
工
数

：
〇
〇
日

設
計
図
書
、
機
器
リ
ス
ト
の
資
料
か
ら
台
帳
（
エ
ク
セ
ル
）
を
作
成
す
る
。

BI
M
か
ら
施
設
台
帳
を
作
成
す
る
工
数

：
〇
〇
日

BI
M
の
属
性
を
利
用
し
て
台
帳
振
り
分
け
し
DB
化
を
行
う
。

・
BI
M
に
よ
る
長
期
修
繕
計
画
策
定
業
務
の
削
減

20
％

従
来
の
手
作
業
に
よ
る
長
期
修
繕
計
画
を
作
成
す
る
工
数
：
〇
〇
日

図
面
か
ら
数
量
拾
い
（
ま
た
は
台
帳
か
ら
取
得
）
を
行
い
単
価
デ
ー
タ
と
紐
づ
け
を
行
う
。

BI
M
に
よ
る
長
期
修
繕
計
画
の
作
成
工
数

：
〇
〇
日

台
帳
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
単
価
デ
ー
タ
か
ら
作
成
。

検
証
す
る
定
量
的
な
効
果
と
そ
の
目
標

各
種
台
帳
へ
分
類

［
イ
メ
ー
ジ
図
］

BI
M
の
情
報

（
個
数
、
面
積
）

FM
の
情
報

（
分
類
名
称
）

BI
M
属
性

長
期
修
繕
計
画

効
果
の
ポ
イ
ン
ト

・
BI
M
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
と
FM
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
リ
ン
ク
（
連
携
ID
）

IF
C項
目
に
よ
る
テ
キ
ス
ト
マ
イ
ニ
ン
グ

・
修
繕
/更
新
単
価
の
整
備

コ
ス
ト
算
出
の
効
率
化
と
し
て
修
繕
項
目
か
ら
点
検
費
用
の
算
出
マ
ス
タ
ー

を
作
成

外
部
仕
上

屋
上
床

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
防
水
（
保
護
層
有
）

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
防
水
（
保
護
層
有
）
 押
え
コ
ン
ク
リ
ー
ト

㎡
押
え
コ
ン
ク
リ
ー
ト

外
部
仕
上

屋
上
床

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
防
水
（
保
護
層
有
）

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
防
水
（
保
護
層
有
）
 押
え
コ
ン
ク
リ
ー
ト
＋
タ
イ
ル㎡

押
え
コ
ン
ク
リ
ー
ト
＋
タ
イ
ル

外
部
仕
上

屋
上
床

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
防
水
（
保
護
層
有
）

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
防
水
（
保
護
層
有
）
 砂
利
敷

㎡
砂
利
敷

外
部
仕
上

屋
上
床

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
防
水
（
保
護
層
有
）

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
防
水
（
保
護
層
有
）
 コ
ン
ク
リ
ー
ト
平
板

㎡
コ
ン
ク
リ
ー
ト
平
板

外
部
仕
上

屋
上
床

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
露
出
防
水

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
露
出
防
水
 絶
縁
工
法

㎡
絶
縁
工
法

外
部
仕
上

屋
上
床

露
出
シ
ー
ト
防
水
（
加
硫
ゴ
ム
系
）

露
出
シ
ー
ト
防
水
（
加
硫
ゴ
ム
系
）
 接
着
工
法
　
t=
1.
2m
m

㎡
接
着
工
法
　
t=
1.2
m
m

外
部
仕
上

屋
上
床

露
出
シ
ー
ト
防
水
（
塩
化
ビ
ニ
ル
樹
脂
系
）
露
出
シ
ー
ト
防
水
（
塩
化
ビ
ニ
ル
樹
脂
系
）
 接
着
工
法
　
t=
2.
0m
m㎡

接
着
工
法
　
t=
2.0
m
m

外
部
仕
上

屋
上
床

塗
膜
防
水
（
ウ
レ
タ
ン
ゴ
ム
系
）

塗
膜
防
水
（
ウ
レ
タ
ン
ゴ
ム
系
）
 緩
衝
工
法

㎡
緩
衝
工
法

外
部
仕
上

屋
上
床

塗
膜
防
水
（
FR
P系
）

塗
膜
防
水
（
FR
P系
）
 t=
2.
0㎜

㎡
t=
2.
0㎜

外
部
仕
上

屋
上
床

木
製
床
（
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
）

木
製
床
（
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
）
 再
生
木
材
t=
30
m
m

㎡
再
生
木
材
t=
30
m
m

外
部
仕
上

屋
上
床

屋
上
緑
化

屋
上
緑
化
 中
低
木
植
栽
、
土
壌
45
0m
m

㎡
中
低
木
植
栽
、
土
壌
45
0m
m

外
部
仕
上

屋
上
立
上
り
防
水
立
上
（
保
護
層
有
)レ
ン
ガ
押
え
＋
モ
ル
タ
ル
塗

防
水
立
上
（
保
護
層
有
)レ
ン
ガ
押
え
＋
モ
ル
タ
ル
塗
 H
=5
00

ｍ
H=
50
0

外
部
仕
上

屋
上
立
上
り
防
水
立
上
（
保
護
層
有
)押
出
成
型
ｾﾒ
ﾝﾄ
板
防
水
立
上
（
保
護
層
有
)押
出
成
型
ｾﾒ
ﾝﾄ
板
 H
=5
00

ｍ
H=
50
0

外
部
仕
上

屋
上
立
上
り
防
水
立
上
（
露
出
)①
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
露
出
シ
ー
ト
防
水

防
水
立
上
（
露
出
)①
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
露
出
シ
ー
ト
防
水
 H
=5
00
ｍ

H=
50
0

外
部
仕
上

屋
上
立
上
り
防
水
立
上
（
露
出
)②
露
出
シ
ー
ト
防
水

防
水
立
上
（
露
出
)②
露
出
シ
ー
ト
防
水
 H
=5
00
 接
着
工
法
 塩
ビ
樹
脂
系
t=
2.
0m
m

ｍ
H=
50
0 
接
着
工
法
 塩
ビ
樹
脂
系
t=
2.0
m
m

外
部
仕
上

屋
上
立
上
り
防
水
立
上
（
露
出
)③
塗
膜
防
水
（
ウ
レ
タ
ン
ゴ
ム
系
）

防
水
立
上
（
露
出
)③
塗
膜
防
水
（
ウ
レ
タ
ン
ゴ
ム
系
）
 H
=5
00
ｍ

H=
50
0

外
部
仕
上

屋
上
立
上
り
笠
木
（
モ
ル
タ
ル
）

笠
木
（
モ
ル
タ
ル
）
 糸
巾
35
0

ｍ
糸
巾
35
0

外
部
仕
上

屋
上
立
上
り
笠
木
（
タ
イ
ル
）

笠
木
（
タ
イ
ル
）
 糸
巾
35
0

ｍ
糸
巾
35
0

外
部
仕
上

屋
上
立
上
り
笠
木
（
石
張
り
）

笠
木
（
石
張
り
）
 糸
巾
35
0

ｍ
糸
巾
35
0

外
部
仕
上

屋
上
立
上
り
笠
木
（
ア
ル
ミ
製
）

笠
木
（
ア
ル
ミ
製
）
 糸
巾
35
0　
t=
2.5

ｍ
糸
巾
35
0　
t=
2.
5

外
部
仕
上

屋
上
立
上
り
笠
木
（
ス
テ
ン
レ
ス
製
）

笠
木
（
ス
テ
ン
レ
ス
製
）
 糸
巾
35
0

ｍ
糸
巾
35
0

㎡
陸
屋
根

パ
ラ
ペ
ッ
ト

大
分
類

中
分
類

小
分
類

項
目
番
号

10
20
0

10
10
0

小
分
類
２

点
検
項
目

点
検
周
期

単
価

単
位

１
Ｙ

¥1
0

ｍ

単
位

寸
法
・
仕
様

１
Ｙ

¥1
7

修
繕
/更
新
単
価

点
検
単
価



【
保
全
業
務
】
点
検
業
務
と
劣
化
分
析
、
環
境
分
析
の
効
率
検
証

・
BI
M
に
よ
る
設
備
点
検
業
務
の
削
減

10
％

従
来
の
点
検
業
務

：
〇
〇
円
（
効
率
化
、
ミ
ス
、
人
件
費
）

図
面
を
見
な
が
ら
紙
（
点
検
報
告
書
）
に
記
入
。
点
検
漏
れ
が
生
じ
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
に
く
い
。

BI
M
に
よ
る
点
検
業
務

：
〇
〇
円
（
効
率
化
、
ミ
ス
、
人
件
費
）

Q
Rコ
ー
ド
に
よ
る
点
検
管
理
で
点
検
漏
れ
を
防
ぎ
、
報
告
書
も
自
動
作
成
。

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
に
よ
っ
て
点
検
時
間
も
計
測
さ
れ
、
点
検
計
画
に
生
か
せ
る
。

・
劣
化
判
定
と
耐
用
年
数
の
最
適
化
に
よ
る
コ
ス
ト
削
減

50
％

・
BE
M
Sと
BI
M
連
携
長
期
修
繕
計
画
策
定
に
よ
る
保
全
コ
ス
ト
の
削
減

30
％

従
来
の
更
新
計
画

：
〇
〇
円
（
15
年
で
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
）

故
障
時
の
事
後
対
応
や
耐
用
年
数
に
よ
る
更
新
時
期
に
す
べ
て
の
系
統
を
更
新

劣
化
判
定
、
予
測
が
で
き
て
い
な
い
。
も
し
く
は
経
験
値
で
対
応

BE
M
Sと
BI
M
連
携

：
〇
〇
円
（
15
年
で
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
）

個
別
の
設
備
で
運
転
時
間
を
計
測
管
理
で
き
る
の
で
、
稼
働
時
間
に
応
じ
た
更
新
計
画
が
行
え
る
。

稼
働
状
況
は
部
屋
毎
に
違
う
。

点
検
シ
ス
テ
ム
の
DB
化
に
よ
っ
て
デ
ー
タ
が
蓄
積
さ
れ
て
統
計
モ
デ
ル
に
よ
っ
て
故
障
予
測
を
行
う
。

・
Io
T情
報
と
BI
M
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
よ
る
環
境
分
析
の
効
率
化

10
％

Io
Tに
よ
る
温
度
、
湿
度
、
風
速
を
BI
M
上
に
可
視
化
し
環
境
分
析
の
効
率
化
を
行
う
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
の
最
適
化
へ

検
証
す
る
定
量
的
な
効
果
と
そ
の
目
標

効
果
の
ポ
イ
ン
ト

・
BI
M
、
FM
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、
BE
M
S/
Io
Tの
連
携

連
携
ID
に
よ
る
管
理
の
ル
ー
ル
化

・
そ
の
他
（
設
備
管
理
の
効
率
化
）

従
来
の
障
害
受
付
け

連
絡
→
現
地
確
認
→
不
具
合
調
査
→
見
積
り
→
職
人
手
配
→
工
事

BI
M
＋
BE
M
S連
携

障
害
→
リ
モ
ー
ト
確
認
→
見
積
り
→
工
事
（
省
力
化
へ
）

施
工
者
以
外
が
管
理
し
た
場
合

ば
ら
ば
ら
の
図
面
確
認
の
手
間
が
省
け
る

BI
M
に
よ
る
天
井
内
の
見
え
る
化

不
具
合
状
況
の
見
え
る
化

複
数
棟
を
管
理
す
る
場
合
に
常
駐
人
数
を
分
散
化
で
き
る
。

サ
ー
ビ
ス
向
上
と
費
用
削
減



課
題
・
IF
Cデ
ー
タ
の
扱
い

BI
M
デ
ー
タ
の
入
力
方
法
、
IF
Cの
書
き
出
し
設
定
に
よ
っ
て
IF
Cプ
ロ
パ
テ
ィ
へ
正
常
に
書
き
出
し
さ
れ
な
い
。

FM
シ
ス
テ
ム
側
に
取
り
込
ん
で
か
ら
チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
た
め
、
事
前
に
IF
Cチ
ェ
ッ
ク
が
必
要
。

BI
M
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
や
各
ベ
ン
ダ
ー
に
よ
っ
て
IF
Cの
出
力
は
変
わ
る
。

BI
M
に
よ
る
維
持
管
理
の
ま
と
め

評
価
、
分
析
、
予
測

長
期
修
繕
計
画
、
保
全
計
画
、
LC
C算
定
、
工
事
計
画
、
安
全
対
策
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理

事
後
保
全
、
予
防
保
全
、
予
知
保
全

Io
T、
BI
M
-F
M
に
よ
る

今
後
の
取
り
組
み


